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した働き盛り世代（25-35 歳）が 2025 年に後期高齢者となる造成から 40 年以上経過し








2007）。質的研究の 質の管理として COREQ： Consolidated criteria for reporting 
qualitative research（ 2007）， 32-item checklist for interview and focus group
に準拠し研究過程を管理した。〔倫理的配慮〕 所属大学の倫理審査委員会 の承認

















よる介入の優先度の判断並びに援助方法の弁別を支援する指標の開発を目指す。   
【発表】2019 年日本公衆衛生看護学会にて発表予定。同学会へ論文投稿予定。  
 
